
●据付けはお買い求めの販売店または専門業者に依頼してください。
　ご自分で据付工事をされ不備があると、感電・火災や水漏れの原因になります。
●据付工事はR410A 用に製造された専用工具・配管部材を使用してください。
　使用しているHFC系新冷媒(R410A)は、従来の冷媒に比べ、圧力が約1.6倍高くなり
　ます。専用の配管部材を使用しないと破裂の原因になります。
●据付工事はこの据付工事説明書に従って確実に行ってください。
　据付けに不備があると感電・火災・水漏れの原因になります。
●据付工事部品は必ず付属部品および指定部品を使用してください。当社指定部品を使用
　しないと、ユニットの落下・感電・火災・水漏れの原因になることがあります。
●作業中に冷媒ガスが漏れた場合は換気してください。
　冷媒ガスが火気に触れると有毒ガスが発生する原因になります。
●据付けは重量に充分耐えられる場所に確実に行ってください。
　強度不足や取り付けが不完全な場合は、ユニットの落下によりケガの原因になります。
●エアコンの設置や移設の場合、冷凍サイクル内に指定冷媒(R410A)以外の空気などを混
　入させないでください。
　空気などが混入すると冷凍サイクル内が異常高圧になり、破裂・ケガなどの原因になります。
●電気工事は電気工事士の資格がある方が｢電気設備に関する技術基準｣、｢内線規程｣、
　および据付工事説明書に従って施工し、必ず専用回路を使用してください。
　電源回路容量不足や施工不備があると感電・火災の原因になります。
●室内外ユニット間の配線は所定のケーブルを使用して確実に接続し、端子台接続部に
　ケーブルの外力が伝わらないように確実に固定してください。
　接続や固定が不完全な場合は、発熱・火災の原因になります。
●電線接続後は配線カバーとコード止め金具で電線を確実に固定してください。
　取り付けが不完全な場合は、端子台接続部の発熱・火災や感電の原因になります。
●据付工事終了後、冷媒ガスが漏れていないことを確認してください。
　冷媒ガスが室内に漏れ、ファンヒーター・ストーブ・コンロなどの火気に触れると有毒
　ガスが発生する原因になります。
●電源コードの加工・途中接続・たこ足配線はしない。
　接触不良・絶縁不良・許容電流オーバー等により、火災・感電の原因になります。
●フレアナットはトルクレンチで指定の方法で締め付ける。フレアナットの締め付け過ぎ
　があると、長期間経過後フレアナットが割れ、冷媒漏れの原因になります。
●電源プラグを差し込む際は、電源プラグ側だけでなく、コンセント側にもホコリの付着
　・詰まり・がたつきがないことを確認し、刃の根元まで確実に差し込む。
　ホコリの付着・詰まり・がたつきがあると、感電・火災の原因になります。コンセント
　のがたつきがある場合は、交換してください。

注意

インバータルームエアコン

据付工事説明書

●据付工事完了後、試運転を行い異常がないことを確認するとともに、取扱説明書にそってお
　客様に使用方法、お手入れのしかたを説明してください。また、この据付工事説明書は取扱
　説明書とともに、お客様に保管していただくように依頼してください。
●製品改良により、本体・仕様等が説明書の内容と異なる場合がございますので、あらかじめ
　ご了承ください。

安 全 上 の 注 意
●据付工事を行う前に、この｢安全上の注意｣をよくお読みの上、正しく据付けてください。
●ここに示した注意事項は、安全に関する重大な内容を記載していますので、必ず守ってください。

作業を誤った場合に、据付工事作業者、または据付け後の不具合によって、
使用者が死亡または重傷を負う可能性が考えられる場合を示しています。

●絵表示には次のような意味があります。

作業を誤った場合に、据付工事作業者、または据付け後の不具合によって、
使用者が傷害を負う可能性が考えられる場合および物的損害の発生が考え
られる場合を示しています。

アースを接続すること一般的な禁止 必ず行うこと

20504960 (M)

●アース工事を行ってください。
　アース線はガス管、水道管、避雷針、電話のアース線などに接続しないでください。
　アースが不完全な場合は故障や漏電のとき感電の原因になることがあります。
●設置場所によっては漏電ブレーカの取り付けが必要です。
　漏電ブレーカが取り付けられていないと感電の原因になることがあります。
●可燃性ガスの漏れるおそれのある場所には設置しないでください。
　万一ガスが漏れてユニットの周囲にたまると、火災の原因になることがあります。
●ドレン工事は据付工事説明書に従って確実に排水するように配管してください。
　不確実な場合は室内に漏水し、家財等を濡らす原因になることがあります。
●室外ユニットは小動物のすみかになるような場所に設置しない。
　小動物が侵入して、内部の電気部品に触れると故障・発煙・発火の原因になることがあ
　ります。またお客様に周囲をきれいに保つことをお願いしてください。
●室外ユニットの吸込口やアルミフィンに触らない。ケガの原因になることがあります。
●作業時は必ず手袋等の保護具を着用する。部品などによりケガの原因になることがあります。

注意

警告

警告

形名 RA-2232PV
新冷媒エアコンの据付けについて

●真空ポンプ
●ドライバー  
●ニッパ
●パイプカッター
●リーマ
●ナイフ
●金のこぎり
●スケール

●スパナ(対辺14、17、22mm)
●トルクレンチ
　対辺17mm 18N･m(180kgf･cm)
　対辺22mm 42N･m(420kgf･cm)
●ホールコアドリル
　(φ65mm またはφ70mm)
●六角レンチ(対辺4mm)

このルームエアコンはオゾン層を破壊しないHFC系新冷媒(R410A)を採用しています。
R410A 冷媒は従来の冷媒に比べ圧力が約1.6 倍高くなり、水分・酸化皮膜・油脂などの不
純物の影響を受けやすくなります。また、新冷媒の採用に伴い冷凍機油も変更しており、据付
工事のときに水分・ゴミ・従来の冷媒や冷凍機油などが新冷媒エアコンの冷凍サイクル内に混
入しないよう注意が必要です。冷媒や冷凍機油の混入を防ぐため、本体チャージ口や配管の接
続部分のサイズを従来冷媒用と変えており、下記の新冷媒(R410A)用の専用工具が必要です。
接続配管はR410A 用に製造されたクリーンで耐圧強度の高い新品の配管部材を使用し、水分・
ゴミを混入させないよう施工してください。また、既設配管は耐圧強度・内部の不純物の問題が
ありますので使用しないでください。
配管施工時に使用する冷凍機油も必ずR410A 専用品を使用してください。

●フレアツール〔注〕
●出し代調整用銅管ゲージ〔注〕
　(フレアアタッチメント)
●ゲージマニホールド
●チャージホース
●真空ポンプアダプタ
●ガス漏れ検知器

一般工具R410A専用工具

〔注〕従来のフレアツールでR410A 用のフレア加工を行う場合、出し代の調整が必要で、このため出し代
　　調整用の銅管ゲージ(フレアアタッチメント)などが必要です。

室内外ユニットの据付図
室内ユニット取付寸法図

●壁面、屋根、屋上に取り付ける場合は地震、強風等を考慮し据付台を釘、針金等で確実に固定してくだ
　さい。
●振動が家屋に伝わるおそれのある場合は、防振マットをはさむなどして固定してください。

電 源 に つ い て

同 梱 部 品
配管
非粘着テープ
粘着テープ
サドル(ねじ付)
内外接続電線
（VVFφ2.0mm･3 心）
ドレンホース
断熱材
配管穴ふた
配管穴用パイプ
パテ

別売配管セット

コンセント定格・形状

125V 15A

定格電圧

単相100V

●本機は液側・ガス側配管とも低温になるため、2本
　とも断熱処理が必要です。
●接続配管は別売の配管セットをご使用していただく
　か、同等の断熱材付のものを必ず使用してください。
　　参考：液　側配管径φ6.35mm(1/4″)肉厚0.8mm
　　　　：ガス側配管径φ9.52mm(3/8″)肉厚0.8mm
●接続配管の長さは12m以下、高低差は8m以下に
　なるようにしてください。冷媒の補充は不要です。

配管の選定

室外ユニットの固定用穴位置
●コンクリートまたは丈夫な台にボルト(M10)、ナッ
　トで強固に、かつ水平に固定してください。

140 140 (単位:mm)500
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リモコン取付具の取り付け
リモコン取付具�

タッピンねじ(2個)

室内ユニット

室外ユニット

●電源は本機の定格電圧に合わせ、専用の電源回路を
　設けてください。コンセントに差し込む前に、必ず
　テスターで電圧を確認してください。
●コンセントの設置は電源コードの届く範囲とし、電
　源コードを切断して延長することはしないでください。
●室外ユニットを水気のある場所に設置する場合は漏電ブレーカを設置してください。
　その他の場所に設置する場合もできるだけ漏電ブレーカを設置するようにしてください。

タッピンねじ� 取付板�

非粘着テープ�

配管�

配管穴ふた�
配管穴用�
パイプ�

10cm以上�

側方�
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185(68)左後配管穴�

(φ70)
右後配管穴�

(φ70)

埋込ボルト用(公団用穴)�
4-長穴11×20

埋込ボルト用(公団用穴)�
2-長穴11×40

本体外形�

145 (108)

320（取付桟位置）�
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細管� 太管�

φ65mmの穴の場合は�
センターを3mm下にず�
らして穴をあけてくだ�
さい。�

※(　)寸法は小数点一桁を四捨五入した寸法です。�

電源コードの長さ

配管引廻方向
左後

左 右後

埋め込み
右

右下

約1.1m 約1.8m

サドル�

アース棒(別売)

内外接続電線�

断熱材�

ドレンホース�

アースねじ�

バルブカバー�

側方�

30cm以上�

側方�

10cm以上�

60
cm
以上
�

10
cm
以上
�

後方�

前方�

ドレン�
エルボ�

付属部品�
リモコン�

リモコン�
取付具�

単4形乾電池�

個数� 付属部品� 個数� 付属部品� 個数�

1

ねじキャップ�
21

1

配線カバー�
1

タッピンねじ�
φ4×25mm�
(取付板用) 6

2

タッピンねじ�
φ4×12mm�
(リモコン取付具用) 2

配管押さえ板�
1

タッピンねじ�
φ4×16mm�
(配線カバー用) 1

取付板�
1



下り勾配�

φ65mm�
または�
φ70mm

配管穴用パイプ�

壁の厚さ�

壁穴�

(壁穴断面)

室外側�
壁の厚さに�
切断する　�

室内側�

●直径65mm または70mmの穴を室外側に下がりぎみにあけます。
●別売の配管穴用パイプを壁の厚さに合わせて切断し、貫通穴に通します。

●内外接続電線は平形ビニル外装ケーブル
　(VVFφ1.6mm またはVVFφ2.0mm)を
　使用してください。
●心線は15mm 皮むきした後、右図の形に
　合わせてください。15mm より短いと接
　触不良となり、端子台の温度ヒューズが
　溶断します。

3 電線の皮むき寸法

2 壁穴および配管穴用パイプの取り付け

室内ユニット 室外ユニット据 付 場 所 の 選 定据 付 場 所 の 選 定

機器の設置

約11mm

約11mm

15mm 約20mm

内外接続電線�

●雨や直射日光があたりにくく風通しのよい場所
●ユニットの重量に充分耐える場所で振動・騒音が増大しない場所
●吹き出した風や音が近所迷惑にならない場所
●室外ユニットの据付図の　　印の間隔があけられる場所
●可燃性ガスの漏れるおそれのない場所
●塩害の起きにくい場所
●硫化ガスにさらされない場所
●アンモニアにさらされない場所
●水や油の蒸気にさらされない場所
●積雪により室外ユニットがふさがれない場所
●吹き出した風が動植物にあたらない場所

埋め込み配管の場合

4 室内ユニットの据付け

配管とドレンホースの
引き出し〔A図(1)〕　

内外接続電線の引き込み〔C図〕

●左・左後配管の場合も同様です。

室内ユニットの固定〔B 図〕

右後配管の場合

配管とドレンホースの
引き出し〔A図〕　　　

室内ユニットの固定〔B 図〕

内外接続電線の引き込み〔C図〕

右・右下配管の場合

ドレンホース、ドレンキャップの
付け替え〔E図〕  　　　　　　　

配管の切断とフレア加工

埋め込み配管の曲げ〔H図〕

内外接続電線の引き込み〔C図〕

室内ユニットの仮付け〔D図〕

配管の接続〔G図(1)〕

配管押さえ板の取り付け〔F図〕

配管の断熱と仕上〔G図(2)〕

室内ユニットの固定〔B 図〕

以下は室外ユニット
配管接続およびガス
漏れ検査後行います。

右後配管の場合�

冷媒配管�

内外�
接続電線�

上�

室外側から見た配置�
配管穴用パイプ�

ドレン�
ホース�

室内ユニットの仮付け〔D図〕
●室外ユニットの梱包材(発泡スチロール)を図のように切ってください。
●切った発泡スチロールをスペーサにして、室内ユニットと取付板の間に
　入れて室内ユニットを仮付けします。

配管とドレンホースの引き出し〔A図〕
●取付板上部の引っかけ部に室内ユニットを確実に引っかけます。
　左右に動かしてみて固定状態を確認してください。
●室内ユニットを斜め下から押し上げ、壁に押しつけながら垂直におろす
　と取付板に本体が固定されます。
●別売の配管穴ふたを取り付け、据付工事終了後に別売のパテですきまを
　シールします。

室内ユニットの固定〔B図〕

内外接続電線の引き込み〔C図〕
●室外側から見て、壁穴の左側に
　内外接続電線を差し込みます。

(1)配管とドレンホースを引き出し、ドレンホースが下になるように粘着
　 テープ等で固定します。
(2)配管する方向の配管用ふたを金のこぎり等で切り取ります。

ドレンホース、ドレンキャップの付け替え〔E図〕
(1)ドレンホースを回しながら引き抜きます。
(2)ドレンキャップを手でつまんで引き抜きます。
(3)ドレンキャップに六角レンチを差し込み、ドレンホースをはずした側
　 にドレンキャップを奥まで確実に押し込みます。
(4)ドレンホースも確実に押し込みます。

スペーサ�
(発泡スチロール)

約10～15cm

左配管用ふた�右配管用ふた�

右下配管用ふた�

粘着テープで固定する。�

配管穴ふた�

パテ�室内側から見た配置

右後･右･右下配管の場合

冷媒配管�
上�

配管穴用パイプ�

ドレン�
ホース�

(1)室内ユニットの配管収納部に冷媒配管、内外接続電線を収納します。
(2)配管押さえ板の上側を取付位置に差し込みます。
(3)配管押さえ板の下側を強く押すとカチッと音がして固定できます。

配管押さえ板の取り付け〔F図〕

カチッ�

配管押さえ板�

左後配管の場合�

配管穴用パイプ�

冷媒配管�
内外�
接続電線�

上�

ドレン�
ホース�

内外�
接続電線�

断熱材�

配管収納部�冷媒配管�

配管押さえ板� 室内側から見た配置�

配管の曲げ加工を行うときは、スプリングベンダー等を
使用して配管をつぶさないようにしてください。

ドレンホース�

ドレン�
キャップ�

突きあたる�
まで差し込む�

ドレン口�

ドレンキャップ� ドレン口�

ドレンキャップ�

六角レンチ�

1 取付板の取り付けと壁穴の位置決め

●別売の取付桟を回り縁と鴨居に固定し、取付桟に取付板を
　固定してください。
●壁穴の位置は上図を参照してください。

回り縁と鴨居に取り付ける場合

(4)

ひっかける�

糸をこの部分�
にまわす�

A部拡大図�

A部�

(1)タッピンねじで仮止めします。�

取付板�

取付板�

糸�

(2)オモリ�

(3)タッピンねじ�

埋込ボルト用穴�
(公団用穴)

糸にケガキ線を�
合わせます。�

取付板の右側に壁穴をあける場合�

取付板の左側に壁穴をあける場合�

145mm(＊B)

φ70mmの穴�
 のセンター�

(＊C)
線(矢印)にスケールを�
合わせる。�

スケールを差し込む。�

25�
mm

＊C:φ65mmの穴の場合はセンターを3mm下にずらし�
　　て穴をあけてください。�
�

＊Bの寸法は185mmです。�

左右で壁穴中心までの寸法が異なります。�
穴を開ける前によく確認してください。�

(1)柱や桟などをめやすに水平を確認して、取付板をタッピンねじ（1個）
　 で仮止めします。
(2)再度取付板の水平を確認します。
　 糸にオモリをつけ、図のように取付板の上側にひっかけて確認してく
　 ださい。または、取付板の上側に水準器をのせて確認してください。
(3)壁内の構造体（間柱など）を捜して4個以上のタッピンねじで強固に
　 固定します。固定部が弱いと異音の原因になることがありますので、
　 必要に応じてねじを増やしてください。
(4)取付板にスケールを差し込んで壁穴の位置を決めます。

●ユニットを充分支えられ、振動の出ない強度のある場所
●近くに熱や蒸気の発生がなく、吸込口・吹出口付近がふさがれない場所
●ドレン排水が容易にでき、室外ユニットとの配管接続が容易にできる場所
●冷温風が部屋全体に行きわたる場所
●室内ユニットの据付図の　　印の間隔があけられる場所
●テレビ、ラジオ、無線機、蛍光灯から1m以上間隔があけられる場所
●工業用ミシンなど高周波ノイズを発生する機器のない場所
●リモコンを壁に固定する場合は部屋の蛍光灯を点灯させた状態で、室内ユニットが信号を受信できる場所
●吹き出した風が燃焼器具の燃焼に影響しない場所、動植物にあたらない場所
●油の飛まつや油煙がたちこめない場所(調理場や機械工場等は避けてください。)
●船舶など移動するものは避ける
●吹出口が火災警報装置器から1.5m 以上離れている場所



アースねじ�

コード止め金具�

端子台�

ループをつくる�

8 アース線の接続

　インペリアル(ウイングナット式)の場合　　(単位：mm)

パイプ径(φ)

液　側 6.35mm(1/4″)

ガス側 9.52mm(3/8″)

R22

1.5～ 2.0 1.0 ～1.5

R410A

誤 っ た 例正 し い 例

フレア面傷ヒビ割れ傾き 偏肉 出すぎ

内面は光沢が
あり、傷や凹
凸がないこと

中心をよく合わさずに無理やり締めつけると
ネジ山を破損し、ガス漏れの原因になります。

6 ドレンエルボの取り付け

10 配管の接続

9 配管の切断とフレア加工

パイプ径(φ)
R22

液　側 6.35mm(1/4″)
0～0.5

ガス側9.52mm(3/8″)

R410A

R410A 専用工具使用時

R22

1.0 ～1.5 0.5 ～1.0

R410A

従来工具使用時

トルクレンチ�

※従来のフレアツールを使用してR410A 用のフレア加工をする場合は、
　A寸法を上表通りR22のときより約0.5mm多めに出せば規定のフレ
　ア寸法に加工できます。
　出し代の寸法調整は出し代調整用銅管ゲージ(フレアアタッチメント)を
　使用すると便利です。

フレアツーリングダイス�

銅管�

A

7 内外接続電線の接続

●内外接続電線の接続は室内外の端子番号をよく確認
　して行ってください。
　誤配線をすると正常な動きができないだけでなく、
　制御機器が破損する場合があります。
●電線は端子台の向きに合わせて、検電口から心線が
　見えるまで差し込みます。
●電線を軽く引っぱり、心線が完全に挿入されて抜け
　ないことを確認してください。
　電線を抜く場合は端子台の　　　　部を ドライ
　バー等で押しながら電線を引っぱると抜けます。
●不完全に差し込むと発熱し、端子台の温度ヒューズが溶断します。
　このときは、機器が全く作動しません。
●室内ユニット側の配線カバーをねじ（1個）で取り付けます。
●室外ユニット側の内外接続電線をコード止め金具で固定します。

注意
皮むきの寸法は15mmです。(｢3 電線の皮むき寸法｣参照)
短いと接触不良になり、発熱の原因になります。
長いとショートや感電の原因になります。

4 室内ユニットの据付け

ハーフユニオン�

スパナ�
トルクレンチ�

フレアナット�

配管の接続〔G図〕
(1)接続配管の中心を合わせ、フレアナットを手で充分締めた後、規定のトルクで締めつけます。
(2)配管接続部は隙間のないように断熱材でおおい、粘着テープで確実に固定してください。
●配管の切断とフレア加工は｢9 配管の切断とフレア加工｣を参照してください。

パイプ径(φ) 締付トルク

液　側 6.35mm(1/4″) 18N･m(180kgf･cm)

ガス側 9.52mm(3/8″) 42N･m(420kgf･cm)

●トルクが強すぎるとナットが割れる等強度低下や応力腐食割れの原因になることがありま
　す。弱すぎるとガス漏れの原因になります。必ずトルクレンチを使用してください。
●室内ユニットには冷媒ガスが入っていませんので、フレアナットをはずしても｢プシュッ｣
　という音はしませんが異常ではありません。

埋め込み配管の曲げ〔H図〕

電線接続後は配線カバーとコード止め金具で電線を確実に固定してください。
取り付けが不完全な場合は、端子台接続部の発熱・火災や感電の原因になります。

警告

警告
●アース線の取付工事は｢電気設備に関する技術基準｣に従って実施してください。
　不備があると感電の原因になります。

●特に本機は周波数変換器(インバータ)を内蔵しています
　ので、静電気による帯電およびノイズを吸収するために、
　アース工事を行ってください。
●規定の抵抗値(100 Ω以下)にならない場合は、アース棒
　を増やして規定の抵抗値になるようにしてください。
●アース線の接続部は室内ユニットの熱交換器の右下と室
　外ユニットの右側面(三方弁の右下)にあります。
　どちらかに接続してください。
●室内ユニットにアース工事をする場合はアース線をつた
　わって結露水が電気部品に流れないように一度上にアー
　ス線を回して接続してください。 (右図室内ユニット参照)

注意
●万一漏電したときのため、アース工事(D種接地工事)を行ってください。
●水気の多いところに据付けたときは、アース工事のほかに漏電ブレーカも取り付けてく
　ださい。漏電ブレーカを取り付けた場合、規定の接地抵抗値は500 Ω以下になります。
●ガス管、水道管、避雷針、電話のアース線などにアース線を接続しないでください。

●湿気の多い場所

埋設に適する場所

●地下埋設物のある場所
　(ガス管、水道管、地下ケーブル、引込管等)
●避雷針や電話のアースから2m以内
●ガス、酸などで腐食するおそれのある場所
●人通りの多い場所

埋設に適さない場所

パイプ径(φ) 締付トルク

液　側6.35mm(1/4″) 18N･m(180kgf･cm)

ガス側9.52mm(3/8″) 42N･m(420kgf･cm)

●パイプの切断はパイプカッターで行い、リーマでバリ取りを行います。
　バリ取りは切粉が配管内に入らないように配管を下向きにして行ってください。
●フレアナットを配管に通して、フレア加工を行います。
　R410A 用のフレア加工寸法は従来のR22 用とは異なります。R410A 専用のフレアツール
　の使用をおすすめしますが、従来の工具でも下表の通りに銅管の出し代を調整すれば使用で
　きます。
●フレア加工時の銅管出し代：A
　リジット(クラッチ式)の場合　　(単位：mm)

検電口から�
心線が見える�
まで完全に�
差し込む�
�

1 2 3

検電口�

ドレン用�
塩ビ管�
(VP-30)�
�

60cm�
以上�

内外接続電線�

冷媒配管�

本体付属の�
ドレンホース�

30cm以上�

異径ソケット�
(30×20)

ドレン用塩ビ管�
(VP-20)

95
cm
以上

�

パテまたはコーキング材でシールしてください。�

取付板�
細い配管はこの位置�
に合わせます。�

太い配管はこの位置�
に合わせます。�

ドレン用�
塩ビ管�
(VP-30)

壁穴の中心�
まで6.8cm

内外�
接続電線�

配管・電線用�
塩ビ管(VP-65)�
�

冷媒配管�

室内ユニット�

壁の内部を横から見た図 壁の内部を上から見た図

配線カバー�

吸込グリル�

ねじ�

アース接続部�

引っかける�

5 バルブカバーのはずしかた
●右側面のバルブカバーのねじ(1個)をは
　ずし、バルブカバーを下にずらしてはず
　します。

ツメ(4カ所)

バルブカバー

ねじ�

排水ホース�
(現地手配)

ドレンエルボ�

●ドレンエルボは下図のように取り付けて
　ください。
●寒冷地(0℃以下の気温が連続する地域)
　ではドレン水が凍結し、ファンが回らな
　くなるおそれがありますので、ドレンエ
　ルボは取り付けないでください。

●配管の曲げ加工を行うときは、できるだけ曲げ半径を大きくし、スプリングベンダー等を使
　用して配管をつぶさないようにしてください。
●ガス側配管(太いパイプ)から接続すると簡単にできます。
●配管の中にゴミ・砂などの異物や雨水などが入らないように特に注意してください。
●接続配管の中心を合わせてフレアナットを手で充分締めた後、下図のようにトルクレンチで
　締めつけます。

　フレア配管接続部の締付トルク

　R410A はR22 に比べ、圧力が約1.6 倍と高くなります。従って、室内・室外の各ユニッ
　トを接続するフレア配管接続部は、トルクレンチを使用して規定の締付トルクで確実に締
　め付けてください。接続に不備があるとガス漏れだけでなく、冷凍サイクル故障の原因に
　なります。



●増改築、引越しなどでエアコンを取りはずす場合はポンプダウン
　を行い、室内ユニットおよび冷媒配管内の冷媒ガスを回収してく
　ださい。

(1)二方弁と三方弁の弁棒キャップをはずします。

(2)強制冷房運転を行います。
　　 室内ユニットの応急運転スイッチを押し、｢ピッ｣と音がした
　　 後、そのまま5秒間押し続け、｢ピピッ｣と音がしてから指を
　　 離してください。
　　 強制冷房運転をはじめます。
　　 応急運転スイッチを10 秒以上押し続けると強制冷房運転は
　　 行われません。

(3)約 5分後二方弁を閉じます。

(4)そのまま強制冷房運転を1～2分間行った後、三方弁を閉じます。

(5)強制冷房運転を停止します。
　　 室内ユニットの応急運転スイッチをもう一度押してください。
　　 ｢ピッ｣と音がして、強制冷房運転を停止します。
　 二方弁と三方弁を閉じたまま長時間運転をすると機器の故障の
　 原因になります。

真空引きを15分以上行い、低圧側のゲージが - 0.1MPa
(-76cmＨｇ)になっていることを確認します。
真空引きが終わったらゲージマニホールドのハンドル Lo
を全閉にして真空ポンプの運転を止めてください。
　　1～2分間はそのままの状態でゲージマニホー
　　ルドの針が戻らないことを確認してください。
　　フレアナットを増し締めしても針が戻る場合は、
　　再度フレア加工して真空引きしてください。

試運転チェック項目
ハンドルLo
②全開�

ハンドルHi

③全閉�

ゲージマニホールド�
(R410A専用)

逆流防止用�
真空ポンプアダプタ�

(R410A専用)

真空ポンプ�

チャージホース�
(R410A専用)

二方弁�

三方弁�

液側φ6.35mm�
1/4″(細い管)

ガス側φ9.52mm�
3/8″(太い管)

サービス�
ポート�

13 ドレン排水について

●ドレンホースは必ず下り勾配にしてください。
●室内ユニットのドレン皿に水を注ぎ、室外に確実に排水されるこ
　とを確認してください。
●断熱していないドレンホースとその接続部が室内にある場合は必
　ず断熱してください。
●ドレン工事が不確実な場合は室内に漏水して、家財等を濡らす原因
　になることがあります。

注意

●次のようなドレン排水は行わないでください。

90゜�

サービスポート�

二方弁�

三方弁�
④二方弁　90 開゚�
　　　　　　↓�
　　 　　6秒後閉�

二方弁の弁棒を反時計方向に90。開き、6秒後に二方弁
を閉じ、ガス漏れ検査をします。

各キャップを取り付けた後、キャップ周辺のガス漏れ検
査をします。

ゲージマニホールドのハンドル Loを全開にし、真空ポ
ンプを運転します。
　　低圧ゲージの針が瞬時に真空に到達する場合は
　　①を再確認してください。

ガス漏れ防止のためサービスポートのキャップ、二方弁、
三方弁の弁棒キャップを締付トルクが急に増加するとこ
ろより更に少し締めつけてください。

サービスポートからチャージホースをはずし、二方弁、
三方弁を開きます。
（弁棒を反時計方向に軽くあたるまで回します。）

三方弁のサービスポートのキャップ、二方弁、三方弁の
弁棒キャップをはずし、ゲージマニホールドのチャージ
ホース(低圧側)の突起側をサービスポートに接続します。
ゲージマニホールドのチャージホース(中央)の突起側を
真空ポンプに接続します。

ガス漏れの場合、配管接続部の
増し締めで止まるときは⑥以降
の作業を行います。

ガス漏れ検査
⑤

①

⑧

⑦

⑥

④

②

11 エアパージ｢真空ポンプ方式｣、ポンプダウンの方法

●エアコンの冷媒は規定量しか入っていませんので、｢真空ポンプ方式｣以外でエアパージを行った場合、能力、省
　エネ性能が若干落ちる場合があります。
●真空ポンプはポンプ停止時にポンプ内のオイルがエアコン配管内に逆流しないよう、逆流防止機構の付いた真空
　ポンプを必ず使用してください。
　真空ポンプのオイルがR410A 用のエアコンに混入すると冷凍サイクルの故障の原因となります。

●作業中に冷媒ガスが漏れた場合は換気してください。冷媒ガスが火気に触れると有毒ガスが発生する原因に
　なります。
●エアコンの設置や移設の場合、冷凍サイクル内に指定冷媒(R410A)以外の空気などを混入させないでくださ
　い。空気などが混入すると冷凍サイクル内が異常高圧になり、破裂・ケガなどの原因になります。
●据付工事終了後、冷媒ガスが漏れていないことを確認してください。冷媒ガスが室内に漏れ、ファンヒー
　ター・ストーブ・コンロなどの火気に触れると有毒ガスが発生する原因になります。
●圧縮機を運転する前に確実に冷媒配管を取り付けてください。異常高圧により破裂やケガの原因になります。
●ポンプダウン時に圧縮機を運転したまま二方弁・三方弁を開放状態で冷媒配管をはずすと、空気などを吸入
　して冷凍サイクル内が異常高圧になり、破裂・ケガなどの原因になります。

警告

●ゲージマニホールドの使用方法詳細はゲージマニホールドの取扱説明書をご覧ください。
●ゲージマニホールドのハンドルHiは全閉のままで以下の作業を行ってください。

エアパージは地球環境保護の観点から｢真空ポンプ方式｣でお願いします。

⑥二方弁　開�

⑥三方弁　開�

二方弁�

三方弁�

二方弁�

⑦弁棒キャップ�

三方弁�

⑦サービスポート�
　のキャップ�

エアパージ｢真空ポンプ方式｣

ポンプダウンの方法

14 工事のチェックと試運転
●お客様に操作方法を取扱説明書でよく説明してください。

□の中に　印を入れてチェックしてください。

□据付場所の選定条件を満たしていますか？
□電源電圧は規定通りですか？
　●電源プラグを差し込む前に、コンセント

　　の電圧を確認してください。
□内外接続電線の端子番号は合っていますか?
□内外接続電線の接続は確実ですか?
　●不完全に差し込むと発熱し、端子台の中
　　の温度ヒューズ(102℃)が溶断します。
□配管接続部は断熱していますか？
□配管接続部のガス漏れはありませんか？
　二方弁、三方弁、サービスポートのキャッ
　プが確実に締まっていますか？
　ガス漏れの原因になります。
　●石けん水などで接続箇所のガス漏れを検
　　査してください。
□アース線の接続は確実ですか？
□室内ユニットの固定は確実ですか？
□異常音はありませんか？
□温度調節はできますか？
□二方弁・三方弁は開いていますか？
□ドレン皿の水がスムースに流れていますか？

二方弁　閉�

三方弁　閉�

弁棒キャップを�
はずす�

応急運転スイッチ�

ピッ…5秒間押し�
　　　続ける�
ピピッ…指をはなす�

③

中高になっている�先が水につかっている� 波打っている� 溝の悪臭がする�

12 ねじキャップの取り付け
●室内ユニットの吹出口両側の穴に、ねじキャップ（2個）を押し込んで取
　り付けます。

ねじキャップ� ねじキャップ�

吹出口のねじ� 吹出口のねじ�

●本社　〒752 - 8555　山口県下関市長府扇町2-1
(0832)48 - 1111�
�(0832)48 - 1906FAX

住宅設備機器総合メーカー�

株式会社　長府製作所�

TM

この印刷物は環境に配慮し、再生紙と�
天然成分で作られた有害物質の少ない�
大豆油インキを使用しています。�


